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ヴ ァイマル期 にお ける

A.ザ ロモ ンの社会事業理論

岡 田 英己子

〔要 約 〕

ドイッの社会事業職は女子社会事業学校制度の枠組みに拘泥 したために、半

専門職の地位に押 し込められ、結果的には1950年 代 まで、中期 フェ ミニズムの

影響 を受けて形成 された社会事業理論と、ジェンダー化 された職業倫理 との一

枚岩的な構造から脱却できなかった。本稿では主にヴァイマル期に限定 して、

ザロモン理論を取 りあげた。ヴァイマル期福祉改革の路線に即 して、新たな課

題を強いられるザロモンの生活環境の変化を探 り、円熟期ザロモ ンの社会事業

理論や教育論の新動向を概観 した。特に初期理論 との比較を行いながら、ザロ

モ ンが母性主義的社会事業理論を離脱 し、アメリカの援助方法の導入やヨー

ロッパ型社会事業教育の国際 ネットワークに尽力する経緯を述べ、同時に大学

院 レベルの 「女子社会事業 ・教育職のための ドイツ ・アカデ ミー」の設置 に

よって、高度 な専門職業人の教育に着手するに至 る背景を考察 した。 さらに

ヴァイマル期のザロモン理論が民主化志向であるにもかかわらず、なおジェン

ダー化 された職業倫理に呪縛 される経緯を指摘 し、晩年の理論破綻に繋がる原

因が社会事業成立期の欧米理論に共有 される欠陥であることを明 らかにした。

〔キ0ワ ー ド〕
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パ リ国際社 会事業会議 、国際社会事業学校連盟
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1.序 … ザ ロモ ンの理 論 破 綻 の原 因 を探 る

1.ヴ ァイマ ル期 ザ ロモ ンが理 論 形 成 に際 して背 負 う課 題

長年 ドイツ ・中欧では、保守主義 と家族主義の混合物 といえる権威主義的 ・

家父長的な福祉思想の影響が強い。公的扶助 と家族扶養優先の関係性に適用 さ

れるカ トリック補完性の原理を、家族共同体型福祉国家の代名詞 として解釈す

る人 も多い。この ドイッ型福祉思想の伝統をふ まえなが ら、1980年 代半ばから

のザロモ ン研究ブームの成果を総括すると、ザロモン理論が二点にわた り構造

的な差別問題を強化 していたことがわかる。まず第一に指摘できるのは、初期

の母性主義的社会事業理論は、特殊 ドイツ的な 「女性学」形成の前史 となっ

て、ジェンダー化 された職業倫理 と家族政策を連結 させ、しかも長期にわた り

女性 ・子 どもの一体化された関係性 を正当化 した点である。第二番目には、市

民女性運動の方針である 「女性の、女性による、女性のための」雇用政策が一

定の功を奏 したものの、1920年 代に公務員型ワーカーや類似の対人援助サービ

スの長時間 ・低賃金労働を容認するという、男女の賃金格差を助長する労働政

策を支えた点である。

上記の問題点は昨年、 「A.ザロモンの初期社会事業理論」で も論述 した(1)。

若干重複する箇所があるものの、続編 となる本稿では、ヴァイマル期から豆937

年 のアメリカ亡命 までの時期 に限定 して、ザロモ ン(AliceSalomon,1872-

1948)の 新たな課題意識や理論形成の経緯を辿 りながら(2)、母性主義的社会事

業理論から離脱をしていたはずのザロモ ンが、なおそれに呪縛 され、理論破綻

の原因を払拭 しきれなかった背景を考察する。

理論形成の時期 としては、生存権保障 ・社会国家理念を標榜するヴァイマル

期を前期 と後期の二期 に大別 し、ザロモ ンが課題と認識 したものを中心に検討

する(3)。方法 としては、生活感情 と時代思潮に焦点を当てて、伝記類やザロモ

ンの著作を分析 して、彼女が置かれていた生活環境 を明 らかにし、思想 を論理

化 していく経緯を重点的に辿る。

「ソーシャルワーク創出」の第一世代の理論家としても著名なザロモ ンは、

ヴァイマル期に理論の集大成を試みる。民主化の時代の新課題 として、何を彼
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女が認識するのかの解明は、岡田の研究で も未発表のまま残 した領域である。

そこで本稿では、 「ザロモ ンの生涯 と活動」の総評 も兼ね合わせながら、理論

破綻に至る背景を探 りたい(4)。

2ド 本 論 文 の構成

構成は以下の通 りである。

まずII章で、総力戦に引 き続 くヴァイマル期福祉改革が、社会事業教育にど

のような影響を与えるのか、それに呼応 してザロモンの課題意識がどう変化す

るのかを、概観する。III章ではベルリン女子社会事業学校の校長を譲 り、1920

年代後半に新分野に進出一一 国際社会事業学校連盟の創設 と、 「女子社会事

業 ・教育職のための ドイツ ・アカデミー」(以 下 ドイツ ・アカデ ミーと略す)

での高度な専門職業人の教育一 するザロモンを支えた動機 と条件を探 る。 さ

らにIV章 では、 「ザロモンの生涯と活動」の総括を試みながら、杜会事業成立

期の不毛な論争に代弁 される負の遺産を研究する意味を考察する。なお全体を

通 して、ザロモンの栄光と、引 き続 くナチズム期 ・アメリカ亡命生活との境遇

の落差をもたらした原因を考察することに主眼を置いている。

II.ヴ ァイマル期社会事業教育 とザ ロモ ンを取 り巻 く変化

…福祉改革の影響

本章では、1920年 代前半のヴァイマル期福祉改革を取 り上げ、社会事業教育

が社会行政 ・福祉官僚制に組み込まれる経緯 と、社会事業教育の変化が理論形

成に際 して及ぼす影響とを概観 しながら、ザロモ ンが母性主義的社会事業理論

か らの離脱を図 り、理論の集大成を志向する動 きを追 う。特に福祉改革がザロ

モ ンに強いた課題が、何であったのかの解明に重点を置 きたい。

1.福 祉改革 と制度化 され た社 会事業職 の功罪

1)福 祉改革の概要

通常ヴァイマル期福祉改革とは、ヴァイマル憲法に依拠 して制定される児
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童 ・青少年福祉法と扶助義務令を起点に、公私関係の協働 ・分離の原則が確立

するに至 る1920年 代半ばまでの法的枠組みと、それに伴 う中央政府一地方政府

の社会行政 ・福祉官僚制の機構再 編をさす。この拙速な福祉改革は様々な問題

をはらんでいたが、 ドイツ社会の民主化を目ざし、社会国家理念 ・生存権規定

を重視する政策立案過程の制度的なルー トが全国にできる点は、評価 されうる

(5)0

第1次 大戦後の1919年 に制定 されたヴァイマル憲法は、労働者の団結権や、

経済における共同決定権等の社会権規定を盛 り込み、国家の社会化を明示 して

いる点で、当時最 も民主的と評された。特 に1.51条の生存権の明文化によって、

救貧事業と社会保険制度に限定 されていた国家の権限が拡大され、社会国家 ・

福祉国家理念の定着の起点となった。それは個人と国家の対立的な、あるいは

疎遠 な関係性か ら、 「面倒見の良い」 「民主的な」国家像への転換 を意味 し

た。個人 と国家の親和的関係性が普及するかのようなイメージを抱かせる憲法

であった。

さらに引き続 き、1871年 の救貧法にかわって制定 された公的扶助に関する二

法令、 「扶助義務令、公的扶助の要件 ・種類 ・程度に関するライヒ基本原則」

(1924年 〉によって、地方自治体の公的扶助行政 と財源の基盤整備がなされ、

資格を持つ公的扶助 ワーカーや専門職を登用する福祉官僚制が敷かれ、ライヒ

基本原則では具体的な給付の条件 ・種類 ・程度の規程 も盛 り込まれる。補完性

の原理 と個別化の原則 に基づ く公的扶助が明言 され、貧困σ)予防と自立に向け

た援助方法への転換 実際の相談業務では権威的なワ…カーとクライアン ト

の関係 を前提に した抑圧的な援助方法が横行するものの一一 が、示唆された。

また児章 ・青小年福祉法(1922年)4Tレ ・て ,捗 貧 噴業の原則 とは明確に異

なる権利 主体 としての児童を対象とする制度 ・政策が可能となった。単なる保

護の対象ではなく、児童の教育を受ける権利が明記され、各自治体で設置 され

る児童局を核に、従来の公的児童保護i事業の集権化が目ざされた。後見制度や

非行少年の保護教 育等の規程 もあるものの、児童を単なる保護対象 と見なすの

ではなく、児童の人格を尊重する現代的な教育的援助の原則を掲げた点で、画

期的な法律であった(6)。
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福祉改革は1二記の法的枠組みに基づいて進められ、乳幼児 ・母性保護から児

童 ・青少年福祉(児 童局)、 公衆衛生(衛 生局)や 住宅(住 宅局)、 職業紹介

所に至 るまでの各種対人援助 ・生活サービスの制度 と、最低生活を支える公的

扶助 とがリンクする構造を作 り上げる。後のべヴァリッジ計画に比べると未熟

な形 とはいえ、 ドイツ版 「ゆりかごか ら墓場まで」の生活保障が、それも建前

としては中央政府一地方政府間を通 しての責務 とされたのである。

2)公 務員型ワーカー像の功罪…量産される官僚的体質

そもそも社会事業職の国家資格に向けての動 きは、総力戦を強いられた1916

年～1918年 に登場する。敗戦によって、1919年4月 ドイツ女f社 会事業学校会

議で現実にそ ぐわない 「医療モデル」の教育案は廃棄iされ、新たに衛生局 と文

部省 とが合同 して、ザロモン達の社会事業教育構想が討議に付 され、1920年10

月プロイセン国民福祉省令 として結実する。この試験規程によって社会事業職

の希望者は、社会事業学校卒業資格→国家(州)試 験→社会事業従事者の資格

認定 ・資格付与のルー トを通過儀式 として義務づけられる。これによって看護

や保育から派生 した社会教育や治療教育などの新種の対人援助の領域でも、同

様の法的枠組みに基づ く専門職化を目標 とするようになる。

福祉改革の初期に、国家試験 ・資格認定によって社会事業職が制度化された

ことで、女子社会事業学校は福祉局 ・児童局の末端公務員として学生を送 り込

める有利 な雇用条件を確保 した。この職業像 と雇用先の確立に伴い、 ドイツ全

域の社会事業学校 は、ヴァイマル期 にあっては比較的安定 した学生数 を確保

し、同時に卒業生 を介 して恒常的な社会事業理論の普及 ルー トも定着 してい

く。またこの公務員型ワーカー像が、民間福祉団体のワーカー ・施設職員の給

与体系 ・業務内容をも規定する傾向一 むろん民間の給与は大半が低いレベル

に留 まるが一 も出て くる。第一線の現場や、卒業生を送 り出す社会 °.業学校

において、私的官吏に似た官僚的体質が制度的に量産されるとい う、今日的問

題の構造 もこの時期に初めて登場するのである。

では、こうした1920年 代前半の社会事業教育 と社会事業職の急変を、ザロモ

ンはどう認識 し、新 しい理論形成に向か うのであろうか。次の2節 ではまずザ

ロモ ン個人の生活環境に焦点を当てて、課題 として認識 された ものを明らかに
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し た い 。

2.ザ ロモ ン個 人 の 生 活 環境 と初期 理 論 か らの 離脱 の契 機

ザロモ ンは、 「女性の文化的課題」 という1890年 代に市民女性運動で流行 し

たスローガンを社会事業教育に転用することで、理論家 としてデビューを果た

す。彼女の仲間の多 くが財 も権ガもある名望家の父を持ち、 「女性の社会活動

に理解 を示す」教養市民 の夫の庇護iの下で 、豊 か な生 活 を誇 示 していた。 この

一群 にあ って
、 さほ ど容姿 に恵 まれず、 しか もユ ダヤ系であ るザ ロモ ンが、短

期間でス ター性 を獲得 しえたのは、彼女の社交性 と機敏 な行動力の賜であ る。

若 き日のザ ロモ ンは、執筆 によって生計 を補 っていた,そ れ も神 経 質 で気 弱 な

母親 の世話 を しなが ら、であ る。 「何 を書 けば売 れるのか」 の発想で執筆活動

を始め るザ ロモ ンは、 「女性 の文化的課題」 をボラ ンテ ィア論 に転用するテー

マを看板 にす ることで、マスコ ミや社交界 に自分 を売 り込 む秘訣 を習得 した。

これがザ ロモ ン初期理論 には、ス トレー トに投影 されている。

ザ ロモ ンの生活 はシュヴェー リン(JeannetteSchwerin ,1852-1899)亡 き後

に、 講習 会 の責任 者 に なる頃 か ら好転する。 しか しなが ら、旺盛 な執筆活動 は

続 き、ヴァイマル期 も講演 ・報告 を通 して、 ドイツ社会事業界を リー ドする
。

福祉改革の初期段 階でザロモ ンが直面する課題 は、民間福祉 団体の財政危機へ

の対処 にあった。公的福祉 を優先す るかの ようなヴァイマル憲法 の社会国家理

念 と、1919年 結成 された社 会民 主 党系 労働 者福祉事業団の新規参入 によって、

民間福祉団体 の縄張 り意識 は先鋭化 し、早 くも1919年 に民 間優位 の公私 関係 の

策定 に向 けた運動が開始 され、相対 的安定期 に入るまで公私 関係 をめ ぐる論争

が続 く(7)。

公 私 関係 論 争 に見 られ る ような イデオロギーの先鋭化、その対立の緩衝地帯

になるはずの 自由主義 の弱 さ、労働組合 も含めた非民主的で権威主義的な人間

関係 の温存 、 さらに中央政府一地方政府の行財政の混乱 によって、福祉改革の

大半 は 「絵 に描 いた餅」 になっていた。 また インフ レーシ ョンは、上 中層市民

の没落 を一層加 速 させ た。 この急 転 す る時代 にあ って、教養 市民 層 の 「レ

デ ィ ・モデル」 に依拠 して形成 されたザ ロモ ン初期理論 は壊 滅の淵 にあった と
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いえる。

加 えて、若い頃か らの友人であったはずの女性達 による足 引 き工作 で、 ドイ

ツ婦人団体 連合(以 下BDFと 略 す)会 長就任 を断 念 させ られ るザ ロモ ンに とっ

て、母性主義や 「女性の文化的課題」 の標榜は、ほろ苦い意味 合い を持つ もの

に変わっていた。今やユ ダヤ人ザロモ ンにとって、のびやかに活動で きる拠点

はベ ル リン女子社 会事 業学 校のみで あった。学校 は彼女 の経 済的 な基盤で あ

り、理論的な支柱 であ り、未婚のザ ロモ ンにとっての家庭 に代 わる安全基地 と

なった。ベル リン校2階 にあ る居 心 地 の 良 いザ ロモ ンの執務室や、お気 に入 り

の屋上庭園は、彼 女の私 的サ ロンで もあった。ベ ルリンに住 む甥や姪 との気楽

な交際 は彼女の息抜 きになるが、公私 の生活の区別 は学校 と…体 化 していたザ

ロモ ンにはほとん ど見 られない。学生 のクラシック音楽の演奏 を好 んで聴い て

い るが、それで さえ学校 の寄付金集めの慈 善 コンサ ー トの メンバー選 びのため

とい った具合 に、頭 の中は小 さな社会事 業学校 の経 営問題 で占め られ てい た

(8)。 学校 のた め に 入の何倍 も働 き、得意の語学力 と驚 くべ き集 中力 を駆使 しな

が ら、国際的 な社会事業教育の人脈 ネ ッ トワークを築いてい く。 この点で も、

社会事業教育 に関す るザロモ ンの思い入れは、同時代 を生 きる社 会事業家達 を

圧 していた。

つ ま り初期理論 か ら離脱 し、社会事業学校 ・社会事業教育 に即 した理論形成

にザ ロモ ンを向かわせ た個 人的な動機 は、BDFと の決 別 にあ っ た。G.ボ イマ ー

(GertrudBaumer9夏873-1954)やM.ヴ ェ ー バ … 夫 人 マ リア ンヌ(Marianne

Weber,1870-1954)ら の 旧友 か ら も距 離 を置 くザ ロモ ンが、 ドイツ ・中欧 に留

まらず 、 ヨーロ ッパ社会事業教育界 の代 表者 に成長 してい く布石が ここに敷 か

れた、といえ よう。

3.理 論 形 成 にお け るザ ロモ ンの課 題 … 専 門職 主 義 の 両刃 の刃 を考

え る

ヴァイマル期の社会事業教育が抱 え込む新たなジレンマは、私的官吏養成校

化に伴って変化するボランタリズムと専門職性の位置づけをどう考 えるのか

に、つきる。女子社会事業学校の学生や卒業生が吐露する悩みは、そのままザ
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ロモ ンの新たな理論形成に向けての課題 となる。

1)母 性主義か らの脱却の契機 となる公務員型ワーカー像の波及効果

母性主義的社会事業理論か らザロモンを否応なしに引 き離す外圧が、福祉改

革を通 して具体的に出て くる。次に社会事業教育 ・社会事業職のザロモ ンの課

題 との関連で、四点 に整理 して列挙 してみたい。

①。母性主義か らの脱却は、ヴァイマル期市民女性運動の求心力が急速に弱ま

ることと密接に関係する。BDFを 脱会したザロモ ンは、この中期 フェミニズム

の変容、即ち母性主義が一定の進歩性を以て運動の手段 として有効であった戦

前との差 を、いち早 く感受 していた。若い女性活動家の全般的な資質の低 さ、

例 えば参加動機の曖昧 さや、教育 ・研究への持続的な探求心の欠如などは、ザ

ロモ ンのように自力で這い上がってきた第一世代 と比較すれば、一目瞭然で

あった。また既存の権力機構から排除されることに慣れていた女性達は、それ

だけに狭い女性団体に満たされないエネルギーを注ぐ。男性支配の外部組織に

対 しては 「女 らしさ」 を誇示 して、性的役割分業に徹することで支援を受け、

内部では権力抗争に明け暮れる傾向が、ヴァイマル期のBDFに 蔓延 していた。

BDF脱 会直後のザロモ ンほど、こうした ドイツ市民女性運動の汚 さを子細に知

り得た人物はいなかった。父性を権力や競争の象徴 とみなして、その対極にあ

る母性 を賛美するG.ボ イマー流の理論 をザロモンが提唱 しなくなるのは、この

脈絡においても首肯できる。

②.ま た1920年 代初頭から半ばにかけて、父親が出征 した銃後の家庭で生活苦

を味わい、未曾有のインフレーションを経験 した世代が、大挙 してベルリン女

子社会事業学校に入学 して くる。戦前 と同様に良家の子女が多いとはいえ、金

銭感覚に鋭敏であ り、生活の現実を熟知 していた。よたヴァイマル民主化を謳

歌する最初の世代でもあ り、私生活優先の現代人に近似する感覚 も若干備えて

いた。中期 フェ ミニズムの 「女性の文化的課題」の標語は、彼女 らの生活環境

下では実感 しにくい ものとなっていた。

③.加 えて社会事業学校の経営問題 も、新たな理念を探求する必然性をザロモ

ンに強いた。 ヴァイマル期 においては宗派系のような財源がない市民主導の社

会事業学校では、学生を集め、経営安定を図る必要に迫 られて、国家試験の準
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備 と資格認定のメリットを売 り物にしやすい。そもそも法に忠実な ドイツ人気

質は、規制の影響を受けやすい。ザロモンも例外ではない。まとまった形での

最初の社会事業理論書である 『社会福祉事業入門』の1921年 版のフレキシブル

さと、1928年 改訂版との差異に、自主的規制の一例が如実に現れている。福祉

関連法規 ・プロイセン国民福祉省のカリキュラム ・授業計画の検討を先取する

形の1928年 版は、民主化の高揚期に書かれた初版 とは異なる実務的で試験対策

に徹 した内容が書 き加えられ、理論 としての整合性は初版 よりも劣る。未曾有

のインフレーションによって彼女の預貯金は底を突いていた。教科書執筆によ

る副収入の確保が必要であった(9)。 ドイツ社会事業界を代表 し、戦前 日本でも

広 く紹介されるこのザロモ ンの教科書は、生活の現実をもろに反映 していたの

である。

④.先 述 したように、社会事業職が社会行政 ・福祉官僚制に組み込 まれた結果

として、自主的な私的官吏養成校化への傾斜が指摘できる。市民主導型ボラン

タリズムの運動が創設 したベルリン女子社会事業学校の教員 ・学生 といえど

も、この点では例外ではなかった。私的官吏養成校化が顕著にな り、学内外で

不協和音を醸 し出すのは、1920年 代半ばにおいてであった。

さらに制度化 された社会事業教育 ・社会事業職は、法律 と裁量権の狭間で揺

れるソーシャルワーカーを量産する。業務規程 を優先するか、あるいはクライ

アン トの立場か ら生活の現実を直視するのか、とい う専門職主義の両刃の刃

に、女子社会事業学校卒業生達は直面する。この二種類の課題にどう整合性を

持たせ、社会事業教育の内容 と目的を設定 し直すか、これが理論形成に際 して

のザロモ ンの命題 となった。宗派系民間福祉団体の翼下 にある施設 ・病院で

も、日常業務が施行規則に縛 られ、ここに勤務するワーカー も公務員型に準 じ

てい くようになる。ここで もまた母性主義的社会事業理論は、 もはや時代錯誤

の感 を免れ得なかった。

2)社 会事業職の保守性 と進取性のジレンマ…女性 ワーカーによる女性への支

配の構造?

社会事業の専門的な援助が、ヴァイマル期の理念に逆行する権威的 ・保守的

な関係性を形成するのか、あるいは福祉改革の申し子としての民主的 ・進取的
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な関係性の促進 と人格(ペ ルソナ)の 尊重 に資する もの となるのかの、識別

は、意見の分かれるところである。

国家試験の導入によって社会事業職の女性雇用策は維持 されるものの、そこ

での専門職主義はいわば両刃の刃であった。なぜならば公務員の勤務は、権力

行政お よび特別な人権制限をなしうる特別権力関係におかれるとする当時の ド

イツ行政法解釈が、社会事業施設 ・機関の利用関係を支配 していたからである。

こうして福祉官僚では底辺にいた女性公務員ワーカーが、福祉事務所 ・児童相

談所等の相談窓口や家庭訪問に配属 され、施行規則に則った業務規程の枠で裁

量権を著 しく狭め られたまま、対象者 ・クライアン トに向き合うことになる。

ヴァイマル期ザロモンのジレンマは、この制度化がもたらす弊害を意識 しつ

つ、なお制度に即する形で高度な専門職化を目ざす点であろう,,彼 女の下で学

んだ女子 社会事業学校卒業生達が 直面す る問題 は、多岐 にわたる。例 え

ば一 一 援助原理としてのクライアントの生活全体 を考慮 しなが ら、専門性の

追求を共時的に行 うことの困難さ。専門分業 ・チームワークの必要を意識 しつ

つ も、援助方法は医療モデルが優位になるジレンマ。あるいは自治体の例規 と

業務規程に呪縛 された社会行政 ・福祉官僚制 と、それに準ずる職員の私的官吏

としての役割自認。社会事業学校の私的官吏養成校化により、実践の要となる

裁量基準やボランタリズムの福祉思想が形成されにくいこと。逆に業務規程 を

楯に取 り、扶助の申請 に対する行政処分の手続 きを官僚的 ・画一的にこなす

ワーカーが量産 される 等々である、,またそこでの援助が女性ワーカーに

よる同 じ女性への支配 という最 も弱いパワー構造 を基盤 にし、しかもインフ

レーション後の双方の女性の生活環境 には大差がないだけに、国民の給付請求

権 ・受給権 と行政の給付決定制度 との狭聞にたつ両者の関係性は、余計に問題

をはらむものであった。

一一方
、これとは別に、中期 フェ ミニズムから一足飛びに現代的なフェミニズ

ムを予感 させる動 きも、初めて登場する。ヴァイマル期福祉改革が、対人援助

サービス分野への女性の進出を促 し、民主的 ・進取的な援助の関係性を培う場

を初めて制度化 した功績はやは り否定できない。この時期にはまた大学やその

附属学校 ・研究施設で も、対人援助サービスの専門的な研究者集団の系譜が形
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成 され、これがやがて公務員 ワーカーの職業像 と一体 化 しなが ら、戦後 の高度

経済成長期 の第2次 人 間諸 科学 ブ ー ムの 下地 とな ってい く。

要す るに福祉局 ・児童局 ・保健衛生局の公務 員 ワーカーが特化す る状況 は、

同時 にジェ ンダー化 された職業倫理 を克服す る好機 の到来 を意味 する もので も

あった。 この時期か ら、社会事業の職業像 は、中期 フェ ミニズムの 「レデ ィ ・

モ デル」 「女性 の文化的課題」 を廃棄 し、下位の公務員モデルへ と移行 し始め

る。 むろんソー シャル ワーカーを筆頭 に、公務員が家庭生活 との両立が可能 な

女性 向 きの職業 とい う言説 はつ きまとい、 ジェ ンダー化 された職 業倫理は生 き

残 る ものの 、下位 の公務員モデルこそが 中期 フェ ミニズムか らの女性運動の脱

却 を加速 させ、20世 紀 後 半 に向 けて の現代 的 な 「良 き母 ・良 き職業 人と しての

マ ルチ タイプの女性像」の普遍的な羅針盤 になるのであ る。 この点で も、ヴ ァ

イマル期福祉 改革 の功績 は大 きか った といえ よう。

In.民 主化の時代の社会事業教育の形 とザロモン理論の矛盾

ヴァイマル期にザロモ ンが何を課題 として優先 させるのかの把握は、同時に

192U年 代か ら30年代前半の西ヨーロ ッパ全域の社会事業教育が必要としたもの

を、知る手掛か りになる。この時期のアメリカや国際社会事業学校連盟でのザ

ロモ ンの活動それ自体が、ヨーロッパ型の社会事業教育や理論 を志向する動 き

となるからである。紙幅の関係上、アメリカの援助方法の導入や、高度な社会

事業専門職論 についての詳細は別稿 に譲 り(10)、本章ではヴァイマル期社会事

業の新動向一一社会事業教育の民主化 と高度な専門職性の志向 に限定 し

て、ザロモ ン理論の影響 と矛盾を検討する。

1.ヨ ー ロ ッパ 社 会事 業教 育 の立 て役 者ザ ロモ ン

ヴァイマル期福祉改革を反映する社会事業教育の新たな動向は、①社会事業

教育の民主化と、②社会事業教育の高度な専門職性の志向の二点である。いず

れもザロモ ンが主導権を握っていた。

ザロモン理論の円熟期は、ベルリン女子社会事業学校長を後任 に託す決意を
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する1925年 以 降 で あ ろ う。 この時期 に な る と時間的 に も経済的 にも余裕がでて

くるザ ロモ ンは、 ドイツのみな らず、 ヨーロ ッパに も通用す る社会事業教育の

理論 的 な集大成 に意欲 を燃 やす。代表作 『社会事 業職教育論(DieAusbildung

zumsozialenBeruf)』(1927年)を 刊行 し、 ジ ェ ンダー化 され た職 業倫理 とは別 の

社会事業固有 の概 念規定 や援助方法論の開拓 に も余念 がない(ll)。1920年 代 後

半 に なる と、 当時 ドイツ に怒濤の如 く浸透す るアメリカ文化の影響 もあって、

アメリカの心理学 ・社会学 の成果 に学ぶ若手研究者が、ベル リン女子社会事業

学校 の非常勤教員や関連施設の職員 として勤 めるようになってい た。ザロモ ン

も率先 して彼女 らと共 に、アメリカ ・ケースワーク理論 を下地 に して、援助方

法論 の ドイツ版 の作成 に尽 力する,,

確 か に ドイ ツ的特 徴 とい え る ジェ ンダー化 された職業倫理 は、 なお円熟期ザ

ロモ ンの著作で も散 見で きる、,しか し、 「女 性 の文化 的 課題 」 の強調はボラ ン

タリズムについての章、節 に限定 されてお り、主要部分 を成す社会事業の職業

論 や高度な専門職性 を目ざす教育論 では、初期理論 とは異な り、法 と制度 と実

体 に即 した専門的内容 を打 ち出 している。同時期 の欧米社会事業界 で、一…定の

研究水準 を保 ちなが ら、定義 ・歴 史か ら最新の社会事業教育情報 まで盛 り込ん

だこの種 の大著 はなかった。それだけに 『社会事業職教育論』刊行 を境 に、ザ

ロモ ンは名実共 に、 ヨーロ ッパの社会事業教育界 を代 表す る論客 となった。

ザ ロモ ンは、その活動期 間の長 さや国内外 の活躍舞台の広 さにおいて、ナイ

チ ンゲール(FlorenceNightingale,1820-1910)に は及 ば ない と して も、同時期 の

対 人援助 サービスの職業化 に尽力 した女性 リーダーの中では、群 を抜 く。何 よ

りもザ ロモ ンの強味 は、…種 のオーナー社長的 な立場で、20世 紀 初 頭 か らベ ル

リ ン女 子 社会 事 業学校 を拠 点 に して、理論形成が で きた点 であ ろ う.1920年

代 、 ソー シ ャル ワー ク校 の 数 で はアメ リカ と ドイッが群 を抜 い ていた。 しか

し、 ドイツの女子社会事業学校 の大半が宗派系経営 であ り、聖職者の資格 を持

つ人物が校長 に任命 された点で、初期社会事業学校 の創設者世代 の ような学校

へ の愛着 はなかった、,アメ リカや イギ リス の女性 の場 合、経済界 や大学で活躍

で きる機 会 も多々あ り、社 会事業教 育にのみ集 中 して情 熱 を傾 ける人 は少 な

かった し、 アメ リカの ソー シャル ワーク校では経営母体 の博愛事 業団体や理事
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会か ら派遣 される校長が多 く、その在任期間 も長 くはない。

つ ま り社会事業成立期 において、ザ ロモ ンほ ど長期 にわた り、社会事業教育

とその政策提 言でパワーを発揮 し続けた人は稀であった。第2次 大戦 前 まで 、 ド

イツが ヨー ロ ッパの理論 ・実践の牽引力であ り続けるの も、 また国際社会事業

学校連盟 を介 して ヨー ロッパ型社会事業教育 を目ざす国際 ネッ トワークがで き

るの も、ザ ロモ ンとその系譜の女子社会事業学校の存在 な くしては、あ りえな

かった といえ よう。

2.民 主化の時代の社会事業教育の形…高度 な専門職性の拠点 ドイ

ツ ・ア カデ ミー

1)社 会事業教育の民主化の端緒

12年 の短命に終わったヴァイマル共和国は、民 主化の実現 にはほど遠い政

治 ・経済的な混乱の時代であった。福祉改革の理念 と現実の格差は大 きかっ

た。 しかし、ヴァイマル民 主化が、 「福祉国家への道」 を開拓 した点は看過で

きない。近隣諸国に眼を転 じれば、イタリアや東欧よりは民主化の歩みは着実

であったし、その期間 も長い。12年 といえども、社会事業や学校教育に民主化

の影響は多分にあった。

社会事業教育の民主化は、児童 ・青少年福祉法の施行(192年)で 教護i教育

を中心に男性の対入援助職の需要が高まることと、社会事業学校を労働者の子

女にも有利な入学条件に変更 したことで、一定の進展を見せる。女子 の形容詞

を撤廃する形で一部の社会事業学校では男性が入学する、男性の入学者総数は

少なかったとはいえ、母性主義的杜会事業理論に依拠する職業化を拒否する第

一陣が輩出される事態は、戦前 とは異なる大 きな変化であった。

この民主化の高揚期 に、ベルリン女子社会事業学校の門戸が労働者階層の了・

女や外国人にも開かれ、最初の日本人聴講生として長谷川良信(1890-1466)が

受け入れられたのを筆頭に、多 くの日本人がベルリン校 とザロモ ンを訪問 し、

大正期から昭和前期のわが国の社会事業教育の ドイツ ・モデルの導入に努める

系譜 となる(12).さ らに福祉改革から派生する社会事業教育の民主化や国際化

の動 きは、戦後西 ドイツの対人援助の諸理論と専門職化に連携 してい くのであ
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る。

2)ド イ ッ ・ア カデ ミー のザ ロモ ン人脈 の息 の長 さ…復古 的職業倫理 と民主化

路線 の混在

25頁 に示 した② の高度 な専 門職性 については、 ウィー ン ・フラ ンクフル ト・

イエ ナ ・ミュ ンヘ ン大学 な どで社会教育学 ・治療教育学 講座が開設 され、対人

援助サ ービスの指導者養成が本格化す ることや、大学院 レベルの女性 のための

ドイッ ・アカデ ミーが設立 され、博士号 を取得 した若い女性研究者 による家族

調査 ・家族社会学 の共同研 究が始 まる といった例 が 目安 になる。特 に後者の ド

イッ ・アカデ ミーは福祉改革の嫡子 と目 され、女性の ための高度 な専 門職業人

の教育 ・研究機 関 と しては、国際的 に見 て も例 のない ものであった(13)(14)。

政 治経 済が相 対 的安定 期 に入 る時期か らザ ロモ ンは、新理論 と具体的な実践

との結合に着手 し始め る。それが ドイッ ・アカデ ミーの設立であ り、アメリカ

とは異 なる ヨー ロッパの独 自の援助方法 ・理念 を重ん じる社会事業教育の国際

ネ ッ トワー ク化 であった。

1927年 か らの ザ ロモ ンは 、ベ ル リン女子社会事業学校長 を後継者 に委譲 し、

アカデ ミーの仕事 に専念す る。教育 ・杜会事業 ・保健衛 生分野の大学 院 レベ ル

の専 門職業人 ・研 究者養成 コースがアカデ ミーの 目玉であった。 また需要の多

い ソー シャル ワーカーのスーパーバ イザーの再教育 に も力 を入れた。高度 な専

門職性 を目ざす キャ リア志 向の女性が主 たる入学者であった点で も、この時期

におけるザロモ ンは母性主義的社会事業理論 を離脱 し、男女 を問わ ない中立的

な専 門職論 を中核 に据 えた理論 を 目ざしていた とい える,,

ドイッ ・ア カデ ミーで展 開 され た ドイツ的な 「女性学」 を支えに、女性 に有

利 な雇 用政策 を推進 多る戦略 はある程度 は成功 した。 り'ロ し が表 舞 台 か ら

去 った後 も、 この ドイツ的 な 「女性学」 に関与 した ドイツ ・アカデ ミー関連の

人脈 ザ ロモ ンの身近 で高度 な専 門職性 を発揮 す る機会 を与 え られ なが ら

も、ナチズム期 にザ ロモ ン批判 を繰 り返 す弟子 や知人 も含 む一一 は生 き残 る

(15)。 戦 後 西 ドイ ツの最 初 の 国家 議 員 に選 出 され た女性4人 中3人 が 、過 去 に

社 会 事 業 に携 わ っ て お り(16)、 しか もア カデ ミー か ら触 発 を受 けた女性 達で

あった ことが、その証左 になろ う。
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要するにヴァイマル期に国民福祉省や自治体行政で活躍 したザ1モ ンの人脈

は、1950年 代末 まで繭 ドイツ社:会福祉教育の理論 ・実習教育の指針.,,;:し 続

けたのである。他方a初 期理論 と結びついていた市民女性運動や宗派系社会事

業学校の運動戦略はなおジェンダ…化された職業倫理を優先 した。その結果、

中期 フェ ミニズムは、195⑪年代 までザロモンに繋がる女性達の人脈 一 繰 り返

しになるがザロモ ンの追放 に手 を貸 した者 も含む一一 を通 して、社会事業理

論 ・教育界を支配 し続ける。こうして ドイツ ・中欧の中期 フェ ミニズムの抜本

的な問い直 しは、68年 世代の登場まで引き延ばされたのである。

3)ザ ロモン理論の矛盾についての小活

さて、グローバルな視点からザロモ ンの理論破綻の原因を追及するIV章 に入

る前に、ヴァイマル期ザロモン理論の特徴を整理 してみると、概ね 「1920年代

初頭の福祉改 革によって、社会事業職は国家試験 ・資格認定を介 して社会行

政 ・福祉官僚制の管轄に組み込まれた。制度化された社会事業教育 も一一応は成

功するものの、拙速な福祉改革によって、逆機能の増幅が目立つものとなる。

この矛盾をいち早 く認識できたザロモ ンは、民主化の時代に適 した社会事業教

育 と理論形成を目ざすのではあるが、結果的には第二帝政期の市民モラルへの

回帰とい う復古的職業倫理 と、ヴァイマル民主化路線の改革的政策提言 とが、

奇妙に混在する社会事業理論が普及 して しまう」 と、まとめられよう。

次章ではザロモ ン個人の資質 と市民女性運動の保守化にのみ理論破綻の原因

を帰 した前稿から離れて、社会事業教育の国際ネッ トワークに刻印 された政治

力学に着目しなが ら、国民国家の枠組みで制度化された社会事業教育 と理論形

成の在 り方を批判する見地か ら、考察を進めていきたい。

IV。 社会事業理論史か ら見たザ ロモ ンの理論破綻の真の原

因は何 か

1.国 際 通 ザ ロ モ ン

1920年 代 後 半,ヨ ー ロ ッパ社 会 事 業 教 育 界 の 第 一人者 となるザ ロモ ンは、

1937年 の亡 命 直 前 まで 、 ア メ リカ も含 めて社会事業学校 ・社会事業教育 に関す
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る最 新情 報の収集 に関 して、最 も有利 な立場 にい た。 ヴ ァイマ ル期ザ ロモ ン

は、アメ リカや ヨーロ ッパ各国の社会事業学校関係者 と活発 に交流 し、援助方

法や理論 科 目と実習教育の組み合 わせ等の情報収集 に余念がなか った。社会事

業学校連 盟を設立 し、それが主催す る国際会議 の ヨー ロッパ側の主導権 も握 る

ザ ロモ ンは、ス イス ・ジュネーブの連盟事務 局で、亡命 直前 まで一種 の委託研

究 として社会事業教育の国際情報 を誰 よ りも早 くキ ャッチ し、資料 を駆使 して

執筆活動 をしていた。つ ま りニュー ヨー ク ・ソー シャルワーク校での理論破綻

は、ザ ロモ ンが最新 の知識 ・技術 に疎か ったか らではない。英語 も堪能であっ

た。同世代 の社会事業界の指導者で、ザ ロモ ンほ どの国際通 も珍 しい。彼女 は

まぎれ もな く、国際福祉 の組織化 の総元締 めで もあ った。

それ なのに、何故 に壇上で立ち往生す るほどの理論破綻 とい う悲劇が生 じた

のか。彼女が高齢で、やや痴呆気味であ った とか、亡命後の不安定 な生活で疲

れてい たとか、 とい う公式的見解が妥当 なのだろうか。長年講義 か ら離れてい

たことや、亡命前後 の心労が、彼女か ら集中力 を奪 っていたことは事実であろ

う。 しか し、痴呆気味 と悪評 された彼女が、その後数 ヵ年たって、最後の 自叙

伝 を、それ も英語 で執筆す る。それが ドイツで公刊 され るのは、1983年 にす ぎ

ない が 、ザ ロモ ンの筆 致 は周 りの人 に迷惑 を及 ぼ さない ように実名を出 さない

ものの、ナチスに妥協 ・協 力 した人物が誰であるかが、推察で きるだけの最低

限の情報 は記 していた。感情 を理性で抑 え込んだ筆致。 これが どれだけ知性 と

判断力 を要す る仕事 であった ことか。

また もともとザ ロモ ンが講義は下手であった とい う、社会民主党員の元教 え

子の証言 もあるが、 これ も一面的な見方 で しかない。彼女が話術 に巧みで、国

際会議 の花形 ス ターであった とい う証 苫も多いか らである。事実 、講義が 「手

では、国際舞台 の司会者や、アメリカでの講演旅行 に二度 も公式招待 され、大

統領のパーテ ィに も招 かれ、各地の博愛事業 ・社 会事業団体 で絶賛 をあびるス

ピーチ をす ることもなかったであろ う。 とすれば、ニ ュー ヨー ク ・ソーシャル

ワーク校 での理論破綻 の主因は、別 の所 にあると考 えざるをえない。以下、ザ

ロモ ン個 人の資質 を越 えた理論破綻 の原 因 と考 えられ る もの を、列挙 してみ よ

う。
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2.ア メ リカ博 愛 事 業 団体 の 政治 的意 図 と制 度 化 され た社 会 事 業教

育 の功 罪

ユ)ア メリカ博愛事業団体の政治的意図とザロモンに期待 された役割

ザロモンの1920年 代から1936/37年 までの国際的な活躍は、ラッセル ・セイジ

を筆頭にするアメリカ博愛事業団体の支援が大きな役割を果たした(17)。平和

運動の母といえるJ.アダムズ(JaneAddams,1860-1935)の 僚友 とみなされてい

たザロモンに対 して、ヴァイマル期初頭 にアメリカは招聰 ・講演旅行 とい う栄

えある機会を与える し、ザロモ ンが主導権を握っていた1928/29年 のパリ国際社

会事業会議や国際社会事業学校連盟の結成 も、アメリカ博愛事業団体の財政支

援 なくしては不可能であった。

ナチスによって公職追放 され、1933年 春以降の活動は国際的なものに限定 さ

れるとはいえ、なお活躍の余地はあった。亡命直前 まで、国際比較の本を執筆

するという厚遇 を、それもスイス ・1936年時点ではスイスは外国人亡命者 ・

難民受け入れには極めて厳 しかった一 一で受けていた。これは知名度の高いユ

ダヤ系 ドイツ入への処置ではe国 際的な体面 を気に していたナチスと、ザロモ

ンを支援する外国の知己との問での交渉の成果で もあった。

博愛事業団体 ・市民女性運動 ・教会関係者から成る外国の知己が、彼女に期

待 した役割は、平和運動 と連動する形での社会事業教育の普及であった。むろ

んこの時期の平和運動は理念倒れが多 く、それがまた彼女のアメリカでの挫折

体験 にも繋がるのであるが、招聰の機会 を用意するスイスやノルウェーは、中

立国の仲介でナチス政権 と妥協 し、 ヨーロッパでの戦争を回避するとの意図を

持っていた。この点でザロモ ンは利用価値のある人物であった。それが亡命者

になった彼女の待遇の差に、明確に現れる。 ドイツ社会事業界の代表の看板 を

なくした彼女は、老いた貧 しい一人の亡命者で しかなく、緊張緩和の意味での

政治シンボルとしても無用の長物であった。アメリカで彼女が、かつて厚遇 し

てくれた博愛事業団体 ・社会事業業関係者の冷たさを愚痴るのは、こうした政

治的背景も考慮 に入れねばなるまい。

2)制 度化 された社会事業教育の教育目的の曖昧 さ

国家試験の受験資格を得るために、社会事業学校で所定の科 目を学び、単位
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を取るというルー トで、全国的規模で一一・貫 した社会事業教育を実施する最初の

国は、 ドイッであった。1920年 の社会事業職の国家試験 ・資格認定の制度化に

よって、公式見解 としてボランタリズムの未分化は一応解消できたといえる

し、公務員型ワーカーがモデル像 となることで母性主義的社会事業理論は勢力

を弱め、ジェンダー化された職業倫理 も建前 としては表面化 しに くくなる。 し

か し、専門的な教育と職業的な教育の区分けは、なおつきにくかった。とい う

よりは、教育目的の拡散こそ、社会事業教育の普及の一つの尺度で もあった。

現時点から見れば、ボランタリズムの未分化 という状態 は必ず しも専門性が曖

昧 とい うわけではな く、む しろ総体 としての社会事業教育が普及する段階に

入った証左でもあるのだが、この一見相反するベク トルの動 きを見極める洞察

力を、同時代に生きる社会事業界の指導者達 社会事業に生活 も生きる意味

をも賭けていた女性や、逆に気軽に単なる名誉職 として社会事業学校や民間福

祉団体の理事に名を連ねる男性一一 に、求めるのは無理があろう(/

1920年 代から30年 代前半、欧米で社会事業が(半)専 門職として普及するの

に伴 って、欧米各国の社会事業学校の教育論 ・援助方法論 も、拙速な体系化に

向けての動 きを見せる。適材適所 に教員 ・事務職員を配置できない、力量のあ

る教員 を各専攻に配置できない、読み替え科目が多い、カリキュラムの時間数

を厳守できない、何 よりも実習先の確保が難 しいといった問題に、各国の初期

社会事業学校はす ぐに直面する。慎重であるはずの ドイツ人でも、1」常実践の

課題 に突 き動かされて、 「走 り出 してから考える」式で、社会事業学校のカリ

キュラムを決定 してい く。

時代の揺れ幅が極めて大 きいヴァイマル期にあって、福祉改革や民主化の課

題を背負いながら、女子社会事業学校経営の舵取 りヰ強いられるザロモンの困

惑は大 きかった。福祉国家理念の標榜に反比例する形で、福祉思想が弱体化

し、制度 ・政策が自己運動を展開し、結果的には福祉改 革の空洞化現象が各地

で生 じていた。市民主導型ボランタリズムを育てつつ、同時に専門的 ・職業的

な社会事業教育の向上を図るというザロモ ン理論 も、急転する現実の前には見

通 しのききにくいものになっていた。

つまりザロモ ン理論だけが破綻 したのではない。同時期の欧米各国の社会事
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業成立期の理論 もまた、短期で破綻する運命にあった。社会事業理論の難 しさ

は、それが学校 ・施設の設立ラッシュが始 まる初期の段階で、学生確保や学校

経営の効率化という戦略と連動 して形成されていたという点にある。アメリカ

や ドイツの宗派系以外の市民主導型の学校では、似たような経営 ・運営管理の

不安材料を抱えていた。また欧米の初期社会事業学校では、発足当初から実習

教育 と現場 との連携、並びに雇用開拓が重要な教職員の業務課題になってい

た。それだけに既存の大学アカデ ミズムの法学 ・医学 ・心理学 ・教育学などの

理論枠組みでは、社会事業の理論体系は困難であるとの共通認識 も、社会事業

成立期の指導者達は持っていた。これに多 くの欧米の社会事業理論家は巻き込

まれた。

3)理 論破綻の露呈が遅れた理由

ここまで書けば、なぜザロモ ンの理論がニューヨーク ・ソーシャルワーク校

で破綻 したのか、その原因も自ず と明らかになろう。女子社会事業学校 という

制度や国家試験 と一体化 した理論については、彼女が1933年 に ドイツ国内の一

切の公職を解かれる前から、小 さな批判の声が散見できる。 しか し、ナチズム

初期の段階では、ナチスも彼女の国際的名声を利用 したがった し、国際社会事

業学校連盟や関連団体も、 ヨーロッパの平和運動 ・女性運動の実務家のシンボ

ルとして、ザロモンになお多 くの期待を寄せていた。共産党やナチス党が躍進

する時期か ら、アメリカの大規模贈与型の博愛事業団体は、国際平和運動 との

絡みで ヨーロッパの緊張緩和の緩衝剤の役割 を果たそうとする。1930年 代前

半、ザロモンに幾度 となく海外講演 ・報告の場が提供 されるのも、国際平和運

動 を財政面で支援一 塒 にユダヤ系財閥の寄付一 するアメリカ博愛事業団体

の思惑があった。より率直に言えば、 ヨーロッパからの大量難民を引き受けた

くないアメリカ政財界の思惑があった といえる。こうしてザロモ ンはユダヤ系

である故に、国際的には1930年 代前半、なお も寵児であり続けた。

この自己の能力を過信 し、アメリカ社会事業界の厚遇 をなお も期待 して亡命

するザロモ ンを待ち受けていた結末は、ニューヨーク ・ソーシャルワーク校で

の講義の中断であった。聴 くに耐えないと言 う悪評をふ りまかれ、壇上から引

き吊り降ろされるザロモ ンの姿は、…国型に傾斜する社会事業 ・社会福祉理論
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の最 も早い破綻 の事 例 と して、示唆 に富 む。

V.結

1.「 生 きる力」 と理 論 の創 出

福祉思想が曖昧な生活感情や時代思潮の非人格性を脱 し、個の人格に内面化

された意見表出を通 して論理化され、最終的に抽象度の高い理論 ・概念に至る

という、通常の理論形成過程の どこで(18)、 ザロモ ンは挫折 したのであろう

か。また挫折 という点で、同世代の他の欧米社会事業理論家 との間に差異があ

るのだろうか。ザロモン理論だけが、欠陥が目立つ ものなのであろうか。それ

よりは、ソーシャルワークという新種の職業に付随する試行錯誤的な学校教育

制度や実践課題に結合させられた理論形成の在 り方が、破綻の真の原因なので

はなかろうか。

社会事業成立期からヴァイマル期 までの論争を通 して見えて くるものは、率

直に言って不毛の一語につきる。 「論争での緊張関係を維持 しつつ、しか も競

合と理論修正のフレキシブルさを失わず」 という姿勢は、相当の研究者訓練を

経 なければできに くい。これを中期 フェミニズムの市民女性に要求するのは、

まず無理があった。大学で博士号を取得するザロモ ンやボイマーといえどもこ

の点では例外ではない。彼女 らは、理論研究を続行するだけの環境や周囲の理

解に恵 まれていたわけではない し、理論を創るという高い目的意識 を持ってい

たわけでもなかった。経済不況 と政治的混乱によって、ヴァイマル民主化を失

敗 と感 じ、価値を喪失する人々が急増する時代の危機を見据 えて、倫理や徳を

掲げてボランタリズムを強調するザロモン理論は、砦い世代 には時代錯誤 と一

蹴 されがちであった。聴衆の反応に気づかないほど、ザロモンが鈍感であった

とは思えない。だが執筆が大好 きで、対外的な折衝に忙殺 されるザロモ ンに

は、学内で左派右派のイデオロギーに振 り回される学生の教育に、多 くの時間

が割けなかった。新時代の現場の声を汲み上げ、実習先の開拓や雇用拡大に生

かす仕事は、部下や弟子に任せたままであった。

同様の誤謬は、主流派として社会事業界と社会事業理論の動向を牛耳れるだ
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けの人数 を誇 るカ トリック ・プロテスタン ト系社 会事業学校 の校長 ・教 員に も

当ては まる。彼 らは、聖職者やその親族 の子弟 ・子女が多かった。幼 少期 か ら

聖職ない しはその周縁 での、いわゆる天職(Beruf)に つ くこ とを期待 されて い

た。 キ リス ト教系の女子校や施設 ・病 院に卒業後 に勤務 す る条件で奨学 金を も

らい、大学 まで進 むことがで きた。彼 らの学生生活は贅沢 な ものではない。 し

か し、生活費の工面 や就職口に悩 む とい う職業的 自立 に際 して、通常の若者が

経験する苦労 を彼 らは していない。つ ま り宗派系社会事業学校教員で、 メー ン

科 目である 「社会事業 とは何 か」 を講義す る者 の大半 が、生 活感情 を内面 化

し、 「生 きる力」 を発揮す るには、やや過保護 な生活環境 の中で、多感 な青春

時代 を過ご していたのである。 「衣 食住の生活費の工面」 か ら 「自由_1で あ る

者が 、生 活 困窮 ・生活 不安 の 問題意識 を核 にす る福祉思想や対 人援助の理論 を

創 る とい う矛盾 に気づ く者 は少 なかった。

「生 きる力」 は、理論 を創 る者にこそ、必要であった。ザ ロモ ンの成功 と挫

折 は、 ここに関わ る。経済 苦 は若 きザ ロモ ンの背 中 に張 り付 く十字架 であ っ

た。思春期 に向学心 を阻 まれ、神経質で病弱の母親 を養 う責任 も担 う彼女は、

社会事業界 で活躍す る同世代の女性の誰 よ りも、生活の厳 しい現実 を知 り、貧

しさに対処す る生活力 をつ けていた。 しか も、世紀転換期 に国際的 に中期 フェ

ミニズムと 「ソーシャルワークの創出」 を繋 ぐ女性 ネッ トワークを介 して、 イ

ギ リス貴族 のノーブ レス ・オブリー ジュか ら触発 を受 けていた。 これが彼女 の

初期理論の大 々的な成功 に繋がる。そ して成功者 となったが故 に、彼女が生活

感情 を忘れるほどに出世 した時から、彼 女の理論 も、そ して福祉 思想 さえ も、

坂道 を転が るように して現場 か ら乖離 してい く。親戚の者が見れ ば仰天するで

あろ う程の高価 な洋服 を彼 女は、1928年 パ リの 国際 社会事 業 会議 の晴 れ舞台 の

ために注文 していた。贅沢 な家具調度 品に囲 まれ、料理や掃除 といった家事 は

「女 中」 に任せ 、若 き日に夢見 た教養市民 ら しい優雅で知的 な生活 を、執筆 と

学校経営で現実の もの と した(19)。 余 りに も出世 しす ぎた ヴ ァイマ ル期後期 の

ザ ロモ ンには、的確 な現場 の声が入 りに くくなっていた。 この矛盾が一挙 に吹

き出るのが 、ニ ュー ヨーク ・ソ… シャルワー ク校での講義 の中断であ った。
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2.国 民 国 家 の た め の福 祉 思 想 ・理論 の行 く着 く先

国民国家形成期の成果である社会事業 ・社会保険制度 と、国民国家成熟期の

成果である福祉国家 との接点は、国あるいは地方自治体の政策課題 と制度化に

絡め取 られた一国型の理論形成に留 まらない。国民国家のための福祉思想が理

論 と合体する場合、同じく国籍が付与 され、歪曲化 した解釈が普及 しやすい。

その欠陥を最 も早 く示す事例が、母性主義的社会事業理論の克服 を目ざしつつ

も、女子社会事業学校制度 とジェンダー化 された職業倫理との一枚岩的な構造

に呪縛 されたザロモ ンの誤謬であった。

序の課題 との関連で整理すれば、ザロモン理論を時代 の限界 として片づける

のは、短絡的な批判であろう。社会福祉の概念規定や、社会福祉教育 ・援助方

法原論に目を転 じれば、現代においてさえ、理論が一種の閉塞状況にあること

に気づか されるからである。既存の人間諸科学の枠組みに、好むと好まざると

に関わらず、依拠する私達の思考回路は、社会事業 という制度 ・政策が登場 し

てからたえざる理論の形成 ・論争 ・破棄を繰 り返 してきた。このシジフォスの

神話を断ち切ることは、社会事業理論史研究の任務ではない。 しかし、現在の

理論的混乱 を回避 しなが ら、理論の負の遺産を分析 ・解明する歴史研究を通 し

て、生起する多数の理論の中から、危機を突破する理論、時空を越克する理論

を識別する力を培 うことはできる。21世 紀福祉社会を支える国境を越える普遍

的な理論 もe社 会事業成立期に遡及 される国籍を付与 された福祉思想 ・理論の

終焉を認識することで、初めて可視的なもの となるのではなかろうか。

注

1)岡 田英 己子a.ザ ロモ ンの初 期 社会事 業理論 」(『 人 文学 報』 東京都 立大学 人文学

部 第301号,2000年)pp.1-23.

2)晩 年 の ニ ュ ー ヨー ク ・ソー シ ャル ワ ー ク校 での 理 論 破 綻 につ い て は 、 岡 田英 己

子ll930,40年 代 のA,ザ ロモ ンの社 会事業 活動… 流浪の民 と して」(『 社会事 業史研

究』 第21号,1993年)pp。61-74,

3)ザ ロモ ンの社会事 業理論 の時 期 区分 と各期 の特徴 は、以 下の通 りで あ る。

① 初期 理 論:市 民 女性 運動 の 「女性 の 文 化 的課 題」 を ス トレー トに反 映。 同 時 に
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ヴ ェーバ ー ・サ ロ ンとベ ル リ ン大学 で倫 理 的国民経 済学 の基 礎理論 を 羊ぶ。

② 中期 理 論:ベ ル リン女 子社会 事 業学 校 が専 門学校 と して発 足す る1908年 頃 か ら

1920年 頃 まで を中期 とす る,,こ の時期 のザ ロモ ンの課題 は 、女子社 会事業 学校 の制

度 化 を支 える理 論 ・教 育方 法の確立 と普 及 であ った。理論 形 成の転 機 となる事件 と

して、大 戦期 の戦 争協力 と、戦 後のBDF脱 会があ げ られる。 キ ャ リア志 向 と平和 運

動志 向の 複雑 な心境 が 中期 の特色、、

③ 後期 理 論:こ れ は三期 に分 け られ る。 ヴ ァ イマ ル期福祉 改 革 の法 的枠組 み が完了

し、同時 にザ ロモ ンがベ ル リ ン女 子社 会事 業学校 を後継 者 に譲 る決 意 をす る1925年

頃 までが 第1期 。以後 、1933年 に ドイ ツ国内 での 一切の公 職 を追 われ る まで を第2

期。 第3期 は亡 命す る1936/37年 までで 、国際 社会事業 学校 連 盟や 女性運動 の 国際会

議 での限 定付 きの 国際活動 を展 開す る時期 であ る。

④ 晩年=英 語 で書 いた 自叙伝 を売 り込 み 、 自叙伝刊行 が挫 折 す る時 期。 晩年 はザ ロ

モ ン社 会事 業理 論の 時期 区分 には入れ な い。社 会事 業職 の資 格認定 の学校 ・学生か

ら実践 現 場 に至 る までの理論 普及 の全 ての ル ー トを、 亡命 者ザ ロモ ンは失 うか らで

あ る。

4)岡 田英己 子 「ア リス ・ザ ロモ ンの生涯 とその業績 …ベ ル リ ン女 子社会事 業学校 の成

立 過程 を中心 と して」(大 阪 市立 大 学生 活 科学 研 究 科 社 会福 祉 学 専 攻 修士 論 文,

1976年)で 、ザ ロモ ンの 通史 を試み てい る。

5)ヴ ァイマ ル期福 祉 改革 は、 第2次 大戦 後 の 占領期 日本 の状 況 に匹敵す る。 児童 ・青

少年福 祉 法 に よる児童 の権利 は憲法 と連動 してい たが、扶助 義 務令 で は不服 申 し立

ての不備 を残 し、生存権 保 障の解釈 をめ ぐる憲法 の空洞化 問題 の先駆 例 となった。

福 祉改 革 の概要 につ いて は、岡 田英 己子 「ドイツ社会事業 成立 期の 社会事 業理論 か

らみた優 生学 ・優生思 想の特 徴… ジェ ンダー化 され た職 業倫理 と 『家族 共同体 型』

福 祉 国家 思想 の枠組 み を通 して1(『 ドイツ研 究』 第31号,2000年)pp.63-65.

6)1922年 児童 ・青少年福 祉法 に よって、 ジェ ンダー化 された職 業倫理 の男性 版 が登場

した との解 釈 も近 年 出 され て い る。 イギ リス流 の 「レデ ィ ・モ デ ル」 に対 置 す る

「騎 士 モ デル」 と して 、教 護教 育 と義務 教 育終 了後 の青 少年 の社 会教 育の分 野 で、

男性専従 者 の需要 が高 まるこ とは確 かで あ る,し か し、1922年 法 は1924年 の施行 に

当 たって 、財 政難 の ため に大 幅 に規模 が縮 小 され 、かつ有 能 な青 年 を ひ きつ ける ほ
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どの 魅力 例 え ば待 遇や将 来性 が 、社会事 業職 には欠 けてい たためか 、 ヴ ァ

イマ ル期 もなお 女 子社 会事 業 学 校卒 業 生が 、 社 会事業 職 の 主 流 派 を 占め てい た。

Zeller,S.:GeschichtederSozialarbeitalsBeruf.Paffenweiler,1994,5.93-95.

7)地 方政 府 ・中間諸 団体 で は、旧支 配勢 力 の権 威が 概 ね温 存 された。 この 第二帝 政期

へ の復 古路 線 は、 民主 党 の 社会 改 良路 線 や共 産党 ・社 会民 主党左 派の 革命路 線 と

真 っ向か ら対立 した。 ヴ ァイマ ル期福 祉 改革 も、 その渦 中 に巻 き込 まれ る。各種福

祉施 設 ・病 院、 在宅 支援 や相 談業 務 は、従 来 と同様 に カ トッリク とプ ロテ ス タン ト

系 の福 祉 団体が 主 た る担 い手で あ り続 けた だけ に、1919年 に社 会民 主党 翼下 の組織

と して結成 され る労働 者福 祉 事業 団の存 在 は、脅威 と映 った。慈 善 ・博 愛事業 や 自

治体 の救 貧事業 の名 誉職 ・ボ ラ ンテ ィア を一手 に担 って きた既 存の民 間福 祉 団体の

反 感 は強 か っ た。 こ う して1919年 か ら公 私 関係 をめ ぐる社 会事 業 論争 が巻 き起 こ

る。論 争 は対社 会主 義 とい う点 で は一一致 団結す るカ トリッ ク ・プロテ ス タン ト系福

祉 団体 の 組織 防衛 が 優先 され 、公 的福 祉 に対 す る民 間福 祉 優位 の 原則 が主 張 され

た。 これは また社会事 業教 育 を 公教 育の場 で の宗教教 育 を世俗 の架橋 に した い

教 会側 の 意図 と同様 に 既 存 の複線型学 校 に押 し込め 、従来 通 りに女子教 育の学

校政 策の 主導権 を持 ちたい保 守主 義 ・教 会の意 向 に もか な ってい た、,なお公私 関係

論争 を リー ドす る1919年10月 の ザ ロモ ンの講演 は 、民 間福祉 擁 護の課題 を優先 した

ためか、慣 れ親 しんだ ボラ ン タリズムを強調 し、社 会民主 党 ・労働 者福 祉事業 団の

公 的福 祉 一辺倒 に対 す る歯止 め に徹 して いる。Muthesius,H.(Hg.)=AliceSalomon.Die

BegriinderindesSozialenFrauenberufsinDeutschland.Koln/Beriin,1958,5.179-187.

8)ち なみ にイ ンフ レー シ ョンの 時期 に、女子社 会事 業学校 の評議 会議 長の 仲介で 、ベ

ル リン市が ベ ル リン女子 社会 事業学校 の教 員俸給 の支払 い を肩代 わ り した。 これ に

よってザ ロモ ンは経 営危 機 を脱 した。 以来 、現 在 に至 る までベ ル リ ン社 会行 政 当局

とベ ル リ ン福 祉 大学(正 式 名 は ア リス ・ザ ロモ ン大学)と の 関係 は緊密 であ る。伝

統 的 に リベ ラル派 ・左 派 の女性 教員の 多い 同大学 は、冷 戦の 象徴 「陸の孤 島」 ベ ル

リンで 、先 駆 的 な福 祉実践 を試 み ている。他 地域 に先 駆 け て開始 され た一人暮 らし

の高 齢者 の在宅 介護 、障害 児 の統 合教育 、障害 者 の 自立生 活運動 な どを リー ドした

の も、同 大学の教 員 や、68年 世代 の学生達 で あ った。

9)初 期 理論 以外 のザ ロモ ンの女子 社 会事業 学校 での 社会事 業理論 の教 科書 は、Soziale
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FrauenbildungandSozialeBerufsarbeit.(Leipzig,1917)。 ヴ ァイマ ル期 は 、Leitfaden

derWohlfahrtspflege.(Leipzig,1921,3.Aufl.,1928)が 代 表的 であ り、戦前 日本 にお いて も

よ く紹 介 され てい る。 増 田道 子 ・高野 晃兆訳 『社 会福 祉事 業 入門』(社 会福 祉 学双

書10,岩 崎学術 出版 社,1972年)の 邦訳 が 優れ てい る。

10)『 ドイッ社 会福 祉教 育の成立 史研 究 …ん ザ ロモ ンの福 祉思想 ・理 論 とジェ ン ダー化

された職業倫 理 の功 罪』 の表題 で 、単著 を準備 中であ る。紙 幅 の関係 上 、本 稿 で は

ザ ロモ ン著作 か ら逐一 引用 して論証 す る こ とは避 けた。 また晩 年ザ ロモ ンに関 す る

記述 で、 これ まで に公 表 した論 文 と重複 す る箇所 も省 い てい る。

11)1927年 の 著書 はザ ロモ ンの代 表作で あ る。 同時期 に刊行す るWronsky,S.1Salomon,A.:

SozialeTherapie.(Berlin,1925)は 、 ア メ リ カの ケ ース ワ ー クの紹 介 に留 ま らず 、

ヨー ロ ッパ の最初 のケ ース ワー ク理 論書 で もあ る。

12)ヴ ァイマ ル期 に、ベ ル リ ン女子 社 会事業学 校 は国際 的 に も知 られ、 ア メ リカや 日本

か ら も留 学 生 ・研究 生 を受 け容 れ る。 こ う した国際交 流が刺激 となって、ザ ロモ ン

は アメ リカ援助 技術 の紹 介 を皮 切 りに、 関連諸科 学の動 向 に敏 感 に反応 し、 家族 社

会学や家 族調査 法 を ドイツ ・ア カデ ミーの共同研 究 に導 入す る。

13)ド イッ ・ア カデ ミーの設 立 には、 女子社 会事業学 校卒 業生 の キ ャリア ・ア ップ と、

学校 経営 者ザ ロモ ンの思惑 が あ った。 また プロセ インにお け る教 員養成 の ための 教

育 アカデ ミーの設 立 ラ ッシュに も、触発 され てい た。1928年 フラ ン クフル ト大学 の

社 会事業 講座 か ら発 せ られ た女 子社 会事業 学校 の 閉鎖性 へ の批 判 を無 視 して、 ザ ロ

モ ンが女 子社 会事業 学校設 置運 動 を正 当化 す る背後 には 、生 活 を賭 けた理論 形成 の

姿 勢が あ った。 それが 初期 理論 か ら離脱 した後 もジェ ン ダー化 され た職業倫 理 を強

化 し、制度 化 された社 会事 業教 育 と一枚 岩 にな って威 力 を発揮 す る。 ドイツ ・中欧

で は、家族 共同体 型福 祉 国家思 想 の伝統 が強 い とはい え、それ を理論 化 したザ ロモ

ンと、戦 後西 ドイツCDUの 女性 ・子 ど も政策 に まで繋が るザ ロモ ン人脈 の影響 は、

看過で きない。 なお 大学 での 社会事 業職 の養成 をめ ぐる論争 は、岡 田英 己子 「ドイ

ッ社会事 業 成立過程 におけ る職 業化 につ い ての一考 察… ベル リ ン女子 社会事 業 学校

を通 して」(『 社会福 祉 学』 第26巻1号,1985年)pp.120-120を 参 照。

14)ド イッ ・アカデ ミー以 外 に幾 つか の大 学が 、社 会事 業分野 で の高度 な専 門職 業 人の

養成 課程 を設 置 す る。1910年 の フラ ン ク フル ト大 学 の 「社 会事 業 と統 計 学 特 別講
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座 」 を皮 切 りに 、 ミュ ンス タ ー ・ゲ ッチ ン ゲ ン ・フ ラ イ ブ ル ク ・ケ ル ン大 学 が 、

ヴ ァ イマ ル期 福 祉 改 革 の 前 後 に 社 会事 業 講 座 や 課 程 を設 け る 。 ま た1916/17年 か ら ブ

レス ラ ウ高 等 専 門 学 校 で は 、指 導 的 立 場 に就 く行 政 官 僚 の コ ー ス が 設 置 され る。 し

か し、 社 会行 政 ・衛 生行 政 の 高 級 官 僚 が 、 法 学 部 ・医 学 部 出 身 者 で 占拠 され る現 実

を 目の 当 た りに して 、 出 世 コ ー ス か ら離 れ て 社 会 事 業 関 連 の 講 座 ・課 程 を希 望 す る

男 性 は少 なか っ た 。 ま た 当 時 大 学 に進 学 す る 女 性 の場 合 、 専 門学 校 イ メー ジ色 の 強

い 社 会 事 業 を わ ざ わ ざ大 学 で 専 攻 す る者 も稀 で あ っ た 。

一 連 の 大 学 ・高 等 専 門学 校 の 動 向 に つ い て は
、以 下 の 文 献 を 参 照 。

Salomon,A.:UieAusbildungzumsozialenBeruf.Berlin,1'327,5.183-187,やSalomon,

A.:LeitfadenderWohlfahrtspflege.Leipzig,3.Aufl.,1928,5.178,あ る い はRaclomski,H.:Die

FrauinderoffentlichenArmenfiirsorge.Berlin1917,5.106.

1S)ド イツ ・ア カ デ ミー所 属 の 女性 研 究 者 群 に よ る家 族 調 査 ・家 族 社 会 学 の 高水 準 の故

に 、 ア カ デ ミー の 存 続 を め ぐる利 害 対 立 は 目立 つ もの で あ っ た 。 ア カ デ ミー対 フ ラ

ン ク フ ル ト大 学 社 会事 業 講 座 の 論 争 以 外 に も、 社 会事 業 の 職 能 団 体 ・労働 組 合 の 標

的 にザ ロ モ ンは さ れ た,,彼 ら はBDFと は比 較 に な らぬ 少 数 派 で あ る とは い え、 左 派

右 派 と もに ザ ロ モ ン を批 判 対 象 に選 ぶ 傾 向 が あ っ た。 ま た 家 族 調 査 の 共 同研 究 者 で

もあ っ たM.バ ウ ム(MarieBaum,1874-1964)と の 方法 論 の 食 い違 い に代 表 され る よ

う な 、研 究 上 の 対 立 も ヴ ァ イマ ル 期 末 期 に 、 ア カ デ ミー の 問題 と して表 面化 す る。

ア カ デ ミー の よ う な大 学 院 レベ ルの 教 育 機 関 が な か っ た ドイ ッで は 、 羨 望 も重 な っ

て 後 継 の 地 位 を ね ら う 女性 が 多 か っ た の で あ る。 ナ チ ス 政 権 が 樹 立 され るや 、 ア カ

デ ミー か らの ザ ロ モ ン追 い 出 し工 作 が 始 ま る。 晩 年 ザ ロ モ ンは 自叙 伝 で 、 こ の 間 の

苦 渋 に 満 ちた 経 緯 を 匿 名 で 記 して い る 。 自叙 伝 が1983年 ま で ドイ ツで 刊 行 で き な

か っ た 最 大 の 理 由 は 、 ザ ロ モ ン と一 緒 に仕 事 をす る こ とで 出 世 し、 ナ チ ズ ム期 に批

判 す る 側 に 回 る 社 会 事 業 界 指 導 者 層 の 、 戦 後 西 ド イツ に お け る暗 黙 の 了 解 が あ っ

た 。

16)Zellex,S.:Geschichteder50zialarbeitalsBeruf_Paffenweiler,1994,S.董77.

17)1932年 フ ラ ン クフ ル トで の 第2回 国際 社 会 事 業 会 議 開催 の背 後 に も、 ア メ リカの 財 団

の 資 金 提 供 が あ っ た 。 これ は 、1923年 ワ シ ン トン にザ ロ モ ン と共 に招 聰 され 、 そ れ

を機 に 国 際 社 会事 業 会議 の 準 備 を …緒 に進 め る こ とに な るベ ル ギ ー の サ ン ド(Rene
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Sand,1877-1953)が 、 ア メ リカ との 仲 介 に努 め た成 果 で あ っ た。 ヨー ロ ッパ の 緊 張 緩

和 ・戦 争 回避 に 社 会 事 業 関 係 者 が 尽 力 した 一 例 とな る。PeySer,D.:AliceSalmon.Ein

Lebensbild.In:Muthesius,H.(Hg.):AliceSalomon.DieBegrunderindesSozialen

FrauenberufsinDeutschland.Kole/Berlin,19S8,S.lO1,S.iO7.

18)主 体 的 な 人 格 に 基 づ く意 見 ・理 論 な の か 、 あ る い は非 人 格 的 な思 想 な の か 、 さ らに

ま た重 層 構 造 化 され た思 想 の 連 続 と断 絶 の 関 係 性 は い か な る もの か 等 に つ い て の 示

唆 は 、主 に吉 田久 一 著 作 集 や 丸 山 真 男 の 講 義 録一一 例 え ば 図1を 参 照 した 。

図1:「 思 想 」 の 成 層

AA学 説 、 理 論

D

『丸 山 真 男 講 義 録 日 本 政 治 思 想 史1965』

19)Peyser,D.:AliceSalmon.EinLebensbild.In:Muthesius,H.(Hg.):AliceSalomon.Die

BegriinderindesSozialenFrauenberufsinDeutschland.Koln/Berlin,1958,S.105,S.109.
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意 見

思 潮 、時代 精神

生 活感情 、生活感 覚

(第5冊 東京大学 出版 会1999年>pp.15-17.


